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年間スローガン：ストップ・ザ・交通事故　〜めざせ 安全で安心な北海道〜

NO!

飲酒運転根絶ロゴマークNo.180   公益社団法人 北海道交通安全推進委員会

　

  

令
和
３
年
度
定
時
社
員
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会
会
長
挨
拶

　
　
　
　
　
　

公
益
社
団
法
人 

北
海
道
交
通
安
全
推
進
委
員
会

 

会
長　

吉　

本　

淳　

一

定
時
社
員
総
会
に
あ
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

本
日
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が
あ
る
中
で
、
総

会
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
て
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
日
頃
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
で
交
通
安
全
運
動

に
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
、
ご
活
躍
さ
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
対

し
、
深
く
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
令
和
２
年
の
道
内
の
交
通
事
故
死
者
数
は
、
前
年
に

比
べ
８
人
少
な
い
１
４
４
人
と
、
北
海
道
の
交
通
事
故
統
計
が

残
っ
て
い
る
昭
和
22
年
以
降
で
は
、
平
成
30
年
の
１
４
１
人
に

次
い
で
少
な
い
数
と
な
り
ま
し
た
ほ
か
、
交
通
事
故
件
数
や
負

傷
者
数
も
減
少
い
た
し
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
交
通
事
故
死
者
数
の
約
半
数
を
高
齢
者
が

占
め
て
い
る
ほ
か
、
飲
酒
運
転
が
原
因
に
よ
る
大
変
痛
ま
し
い

事
故
が
後
を
絶
た
な
い
な
ど
、
課
題
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
本
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
関
係
機
関
・

団
体
と
緊
密
に
連
携
し
な
が
ら
、
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
効
果

的
な
各
種
事
業
を
展
開
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
交
通
遺
児
育
英
事
業
に
つ
き
ま
し
て
も
、
修
学
意
欲

の
あ
る
交
通
遺
児
等
の
皆
さ
ん
が
、
経
済
的
理
由
で
そ
の
道
が

閉
ざ
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
よ
り
一
層
の
支
援
を
し
て

参
り
ま
す
。

結
び
に
、
皆
様
の
今
後
益
々
の
ご
発
展
と
ご
健
勝
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
開
会
に
あ
た
っ
て
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
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毎月15日は「道民交通安全の日」

令
和
３
年
度
定
時
社
員
総
会

令
和
３
年
度
定
時
社
員
総
会
が
６
月
７

日
、
ホ
テ
ル
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札
幌
で
開
か

れ
ま
し
た
。

総
会
に
先
立
ち
、
交
通
事
故
に
よ
り
尊

い
命
を
失
わ
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈

り
し
、
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

吉
本
淳
一
会
長
の
挨
拶
の
後
、
一
般
財

団
法
人
北
海
道
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
常
務

理
事
の
坂
井
信
氏
を
議
長
に
選
任
し
、
議

事
で
は
、
報
告
事
項
で
あ
る
令
和
３
年
度

事
業
計
画
書
及
び
収
支
予
算
書
の
説
明
の

後
、
決
議
事
項
で
あ
る
令
和
２
年
度
事
業

報
告
及
び
決
算
報
告
が
原
案
通
り
承
認
等

さ
れ
、
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

北
海
道
交
通
安
全
推
進
委
員
会　

 

令
和
3
年
度
事
業
計
画

第
１　

交
通
安
全
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
公
益
目
的
事
業
１
）

　

１　

交
通
安
全
意
識
向
上
事
業

　
　
（
１
）
交
通
安
全
地
域
指
導
者
セ
ミ
ナ
ー

　
　
（
２
） 

交
通
安
全
研
修
会
等
へ
の
講
師
の

派
遣

　
　
（
３
）
飲
酒
運
転
根
絶
研
修

　

２　

調
査
・
研
究
事
業

　
　
（
１
）
交
通
安
全
推
進
員
の
設
置

　
　
（
２
）
デ
イ
・
ラ
イ
ト
事
業
の
点
灯
率
調
査

　
　
（
３
）
交
通
安
全
推
進
員
の
研
修

　

３　

広
報
事
業

　
　
（
１
）
交
通
安
全
総
決
起
大
会
等
の
開
催

　
　
（
２
）
広
報
啓
発
事
業

　
　
（
３
） 

飲
酒
運
転
根
絶
の
日
決
起
大
会
の

開
催

　
　
（
４
）
地
域
連
携
型
飲
酒
運
転
根
絶
事
業

　

４　

表
彰
事
業

　
　
（
１
）
ゼ
ロ
運
動
顕
彰

　
　
（
２
）
指
導
員
・
奉
仕
員
表
彰

　
　
（
３
）
母
の
会
会
員
表
彰

　
　
（
４
）
一
般
表
彰

　
　
（
５
）
業
務
貢
献
表
彰

　

５　

交
通
安
全
啓
発
支
援
事
業

　
　
（
１
）
交
通
安
全
運
動
等
啓
発
事
業

　
　
（
２
）
自
転
車
の
交
通
事
故
防
止
事
業

　
　
（
３
）
幼
児
の
事
故
防
止
事
業

　

６　

交
通
事
故
防
止
支
援
事
業

　
　
　

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
事
業

第
２　

交
通
遺
児
育
英
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
公
益
目
的
事
業
２
）

　

１　

交
通
遺
児
就
学
助
成
事
業

　
　
（
１
）
資
金
造
成
事
業

　
　
（
２
）
奨
学
金
募
集
等
事
業

　
　
（
３
）
広
報
啓
発
活
動
事
業

　
　
（
４
）
称
賛
事
業

　
　
（
５
）
奨
学
金
返
還
未
納
者
調
査

　

２　

作
文
募
集
事
業

第
３　

交
通
安
全
推
進
団
体
交
付
金
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
そ
の
他
事
業
）

　

１　

地
区
活
動
の
充
実
・
支
援

　

２　

母
親
交
通
安
全
活
動
の
強
化

第
４　

管
理
事
業
（
法
人
会
計
）

※
公
益
目
的
事
業
の
一
部
統
合

本
委
員
会
で
は
、
従
前
の
「
自
主
交
通
安
全

推
進
事
業
（
公
益
目
的
事
業
１
）」
と
「
交
通

安
全
活
動
支
援
事
業
（
公
益
目
的
事
業
２
）」

に
つ
い
て
は
、
事
業
を
効
果
的
に
進
め
る
た

め
、
両
事
業
を
統
合
し
、
新
た
に
「
交
通
安
全

推
進
事
業
（
公
益
目
的
事
業
１
）」
と
す
る
こ

と
で
、
北
海
道
知
事
か
ら
認
定
を
い
た
だ
き
、

令
和
３
年
度
か
ら
施
行
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、「
交
通
遺
児
育
英
事
業
」
は
、

公
益
目
的
事
業
３
か
ら
公
益
目
的
事
業
２
へ
変

更
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
北
海
道
交
通
安
全

推
進
委
員
会
会
長
表
彰

○
交
通
安
全
指
導
員
・
奉
仕
員
表
彰

永
年
に
わ
た
り
交
通
安
全
運
動
推
進
の

た
め
活
躍
し
た
交
通
安
全
指
導
員
、
交
通
安

全
奉
仕
員
80
名
を
表
彰
し
ま
し
た
。

○
交
通
安
全
母
の
会
会
員
表
彰

永
年
に
わ
た
り
子
供
や
高
齢
者
等
に
対

す
る
交
通
安
全
活
動
推
進
の
た
め
活
躍
し

た
交
通
安
全
母
の
会
会
員
９
名
を
表
彰
し

ま
し
た
。

○
交
通
安
全
一
般
表
彰

地
域
又
は
職
域
等
に
お
い
て
交
通
安
全

推
進
の
た
め
顕
著
な
活
動
を
し
た
２
個
人
・

２
団
体
を
表
彰
し
ま
し
た
。

○
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
運
動
顕
彰

延
べ
29
市
86
町
14
村
を
表
彰
し
ま
し
た
。

○
業
務
貢
献
表
彰

12
団
体
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

な
お
、
例
年
２
月
に
開
催
し
て
お
り
ま
す

「
北
海
道
交
通
安
全
功
労
者
等
表
彰
式
」
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
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春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に
伴
う

街
頭
啓
発

４
月
６
日
か
ら
15
日
ま
で
の
10
日
間
、
春

の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
一
環
と
し
て
Ｊ
Ｒ

札
幌
駅
周
辺
や
野
村
証
券
周
辺
で
街
頭
啓

発
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
啓
発
で
は
、
交
通
安
全
対
策
七
者
連

絡
会
議
が
主
体
と
な
り
交
通
安
全
の
ぼ
り

旗
を
掲
げ
る
と
と
も
に
、
広
報
啓
発
Ｃ
Ｄ
を

流
し
通
過
車
両
や
、
歩
行
者
に
対
し
交
通
安

全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

４
月
６
日
に
は
、
道
庁
赤
れ
ん
が
庁
舎
前

庭
で
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
「
道
民
の
集

い
」
を
開
催
し
、ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
と
し
て
、

斜
里
町
出
身
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
北
海
道
の
情
報
番

組
「
北
海
道
道
（
ほ
っ
か
い
ど
う
ど
う
）」
の

Ｍ
Ｃ
と
し
て
活
躍
し
、
番
組
を
通
じ
て
北
海

道
の
魅
力
や
文
化
を
伝
え
ら
れ
て
い
る
多
田

萌
加
さ
ん
が
応
援
に
駆
け
つ
け
、
交
通
安
全

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
上
げ
た
ほ
か
、「
旗
の

波
」
街
頭
啓
発
に
も
参
加
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
中
の

自
転
車
啓
発

４
月
12
日
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の

重
点
の
一
つ
で
あ
り
、
ま
た
、
雪
解
け
後
に

自
転
車
利
用
者
が
増
加
す
る
時
期
で
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し

て
自
転
車
利
用
者
に
対
す
る
啓
発
活
動
を

実
施
し
ま
し
た
。

飲む前に　ハンドルキーパー　決めたかな

札
幌
駅
南
口
広
場
で
啓
発
開
始
式
を
開

催
し
た
後
、
札
幌
駅
西
口
付
近
へ
移
動
し
、

自
転
車
利
用
者
と
歩
行
者
に
対
し
、
自
転

車
を
安
全
利
用
す
る
た
め
の
チ
ラ
シ
や
リ
フ

レ
ク
タ
ー
を
配
付
し
ま
し
た
。

飲
酒
運
転
根
絶 

 
 

卓
上
ミ
ニ
の
ぼ
り
旗
の
設
置

「
飲
酒
運
転
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
許
さ

な
い
」
そ
し
て
見
逃
さ
な
い
を
合
言
葉
に
、

株
式
会
社
セ
コ
マ
様
と
連
携
し
、「
飲
酒
運

転
根
絶
卓
上
ミ
ニ
の
ぼ
り
旗
」
を
道
内
の
セ

イ
コ
ー
マ
ー
ト
約
１
，
１
０
０
店
舗
に
設
置

し
て
い
た
だ
き
、
家
庭
で
の
飲
酒
か
ら
生
じ

る
飲
酒
運
転
防
止
に
つ
い
て
、
道
民
の
意
識

の
高
揚
を
図
り
ま
し
た
。

飲
酒
運
転
根
絶 

 

「
短
編
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
」の
作
成

北
海
道
教
育
大
学
函
館
校
の
伊
藤　

碧

さ
ん
と
連
携
し
、「
飲
酒
運
転
根
絶
宣
言

店
」
の
募
集
チ

ラ
シ
を
作
成
し

た
ほ
か
、
飲
酒

運
転
根
絶
の
短

編
ア
ニ
メ
ー
シ

ョ
ン
を
作
成
し
、

Y
ouT

ube

チ

ャ
ン
ネ
ル
で
公

開
し
て
お
り
ま

す
。
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免許証　返す勇気が　生むゆとり

飲
酒
運
転
根
絶
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
作
成

飲
酒
運
転
根
絶
の
活
動
に
必
要
な
知
識

等
に
精
通
し
た
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
市

町
村
職
員
、
交
通
安
全
推
進
員
、
交
通
安
全

指
導
員
等
を
対
象
に
全
道
14
ヶ
所（
振
興
局

管
内
）
に
お
い
て
研
修
会
を
開
催
す
る
予
定

で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
防
止
に
よ
り
実
施
が
難
し
く
な
っ
た 

こ
と
か
ら
、
上
川
総
合
振
興
局
、
上
川
地
区

交
通
安
全
推
進
協
議
会
と
協
力
し
、
飲
酒

運
転
根
絶
に
関
す
る
動
画
「
ア
ル
コ
ー
ル
の

基
礎
知
識
～
お
酒
と
正
し
く
付
き
合
っ
て　

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！！　

飲
酒
運
転
！
～
」
を
作
成
し
、

収
録
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
全
道
各
市
町
村
に
配

布
す
る
と
と
も
に
、YouT

ube

チ
ャ
ン
ネ
ル

で
公
開
し
て
お
り
ま
す
。

令
和
３
年 

 

「
飲
酒
運
転
根
絶
の
日
」決
起
大
会

７
月
13
日
、
札
幌
市
の
か
で
る
ホ
ー
ル
で
、

令
和
３
年
「
飲
酒
運
転
根
絶
の
日
」
決
起
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
７
月
13
日
は
、
平
成
26
年
に
小
樽
市

で
、
３
人
が
死
亡
、
１
人
が
重
傷
と
い
う
悲

惨
な
飲
酒
運
転
に
よ
る
ひ
き
逃
げ
事
件
が

発
生
し
た
日
で
、
そ
の
日
を
「
北
海
道
飲
酒

運
転
の
根
絶
に
関
す
る
条
例
」
に
お
い
て
、

「
飲
酒
運
転
根
絶
の
日
」
と
制
定
さ
れ
た
も

の
で
す
。

主
催
者
を
代
表
し
て
、
鈴
木
直
道
北
海

道
知
事
、
小
島
裕
史
北
海
道
警
察
本
部
長

か
ら
相
次
ぐ
死
亡
事
故
の
原
因
と
な
っ
て
い

る
飲
酒
運
転
の
根
絶
に
向
け
て
、
よ
り
一
層

の
展
開
を
図
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。
引
き
続
き
来
賓
を
代
表
し
て
、

市
橋
修
治
北
海
道
議
会
副
議
長
か
ら
ご
挨

拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、「
令
和
２
年 

飲
酒
運
転
根
絶
！

高
校
生
メ
ッ
セ
ー
ジ
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
優
秀

賞
を
受
賞
し
た
、
北
海
道
知
事
賞
、
北
海
道

警
察
本
部
長
賞
、北
海
道
教
育
委
員
会
教
育

長
賞
の
３
作
品
を
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
の
桜
庭 

和
さ
ん
が
朗
読
し
、
歌
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
も
収
録
し
た
動
画
を
上
映
し
ま
し
た
。

次
に
、
特
定
非
営
利
法
人
Ａ
Ｓ
Ｋ
（
ア
ス

ク
）
が
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
飲
み
会
」
や
「
節
酒

の
ア
ド
バ
イ
ス
」
を
題
材
に
作
成
し
た
「
新

型
コ
ロ
ナ　

ス
テ
イ
ホ
ー
ム
と
飲
酒
運
転
」

の
啓
発
動
画
を
上
映
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
飲
酒
運
転
根
絶
ア
ン
バ
サ
ダ
ー

の
「
や
べ
ー
べ
や
」
と
「
べ
や
パ
パ
」
こ
と
作

者
の
五
十
嵐
淳
さ
ん
か
ら
動
画
で
今
年
の
ポ

ス
タ
ー
等
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、

最
後
に
、
道
民
を
代
表
し
て
札
幌
の
お
笑
い

芸
人
の
「
し
ろ
っ
ぷ
」
さ
ん
に
、
飲
酒
運
転

根
絶
へ
の
願
い
を
こ
め
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
道

民
宣
言
を
い
た
だ
い
た
動
画
を
上
映
し
、
今

大
会
を
契
機
に
、
道
民
一
丸
と
な
っ
て
「
飲

酒
運
転
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
許
さ
な
い
」

を
合
言
葉
に
飲
酒
運
転
を
根
絶
す
る
こ
と

を
改
め
て
誓
い
合
い
決
起
大
会
を
終
了
し

ま
し
た
。

な
お
、
今
大
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
会
場
へ
の
入
場

者
を
１
０
０
名
に
制
限
し
、
内
容
も
動
画
上

映
が
主
体
と
な
り
ま
し
た
が
、
無
事
に
決
起

大
会
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
当
委
員
会Y

ouT
ube

チ
ャ
ン
ネ

ル
で
ラ
イ
ブ
配
信
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
是

非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

夏
の
交
通
安
全
運
動
「
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
ル
」

7
月
13
日
、
北
海
道
警
察
本
部
周
辺
で

夏
の
交
通
安
全
運
動
「
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー

ル
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

夏
の
交
通
安
全
運
動
は
7
月
13
日
か
ら

22
日
ま
で
の
10
日
間
に
わ
た
り
展
開
さ
れ
、

「
飲
酒
運
転
の
根
絶
」、「
バ
イ
ク
・
自
転
車
の

交
通
事
故
防
止
」、「
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
と
全

席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
」、「
子
供
と
高
齢
者

の
交
通
事
故
防
止
」
の
４
つ
を
運
動
の
重
点

に
定
め
、
7
月
13
日
の
統
一
行
動
日
（
セ
ー

フ
テ
ィ
コ
ー
ル
）
に
、
広
く
道
民
に
交
通
安

全
を
呼
び
か
け
、
道
民
一
人
一
人
の
交
通
安

全
意
識
を
高
め
る
た
め
街
頭
啓
発
を
実
施

し
ま
し
た
。 

 
         

当
委
員
会
のY

ouT
ube 

 

チ
ャ
ン
ネ
ル
は
こ
ち
ら
→
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夕暮れ時　あなたを守る　反射材

◆◆◆ 交通事故死ゼロ運動顕彰 ◆◆◆

（敬称略）

受領月 寄付者名 種　　類 区　　分 寄付金額
（単位：円）

12月 植村　泰也 特定 寄付 2,000

１月
渡島地区交通安全推進協議会 特定 募金（箱募金） 2,481

株式会社アペックス 特定 寄付 6,853

２月

室蘭地方中古自動車販売協会 特定 寄付 20,000

寿都町交通安全推進委員会 特定 寄付 1,000,000

植村　泰也 特定 寄付 2,000

４月 植村　泰也 特定 寄付 2,000

６月 植村　泰也 特定 寄付 2,000

７月 寿都町女性マイカークラブはまなす 特定 寄付 70,093

６月 全国共済農業協同組合連合会北海道本部 交通安全フラッグ　30,000本 9,405,000
（相当）

皆様からのご支援、ありがとうございました。

4月

5000日▶	興部町
2500日▶	小清水町
2000日▶	ニセコ町
	 士幌町
1500日▶	苫前町
	 利尻富士町
	 置戸町
1000日▶	三笠市
	 剣淵町
	 中頓別町
	 斜里町
	 羅臼町
700日▶	南富良野町
	 浦幌町
500日▶	様似町
	 松前町

3月

4500日▶	泊村
3000日▶	知内町
2500日▶	東川町
2000日▶	羽幌町
1000日▶	蘭越町
	 更別村
700日▶	幌加内町
	 池田町
	 浜中町
500日▶	南幌町
	 新ひだか町
	 留萌市
	 新得町

2月

9500日▶	西興部村
4500日▶	上ノ国町
3500日▶	幌延町
3000日▶	寿都町
2000日▶	由仁町
	 江差町
1000日▶	福島町
	 遠別町
700日▶	北広島市
	 増毛町
	 稚内市
500日▶	中川町
	 釧路町
300日▶	恵庭市

5月

2000日▶	当麻町
	 愛別町
	 滝上町
	 鶴居村
1000日▶	豊富町
	 豊頃町
700日▶	芦別市
	 積丹町
	 美幌町
500日▶	栗山町
	 壮瞥町
	 大空町

6月

4000日▶	礼文町
2000日▶	中富良野町
1500日▶	今金町
	 上川町
	 占冠村
700日▶	秩父別町
	 仁木町
	 音威子府村
	 天塩町
500日▶	夕張市
	 安平町

7月【予定】

3000日▶	黒松内町
2500日▶	陸別町
2000日▶	豊浦町
1500日▶	雄武町
	 大樹町
700日▶	小平町

区　分 団　　体　　名 郵便番号 住　　　　　　所 入　会　日

賛助会員 有限会社太田軽鉄 089-0563 中川郡幕別町字千住３９７番地７８ 令和2年8月1日

会員異動状況

入　会

寄贈をいただきました「交通安全フラッグ」（４色）全国共済農業協同組合連合会北海道本部
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ニ
セ
コ
町
は
、
道
央
の
西
部
、
後
志
管
内
の

ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
東
に
国
立
公
園
羊
蹄
山
、

北
に
国
定
公
園
ニ
セ
コ
ア
ン
ヌ
プ
リ
の
山
岳
に

囲
ま
れ
て
お
り
、
波
状
傾
斜
の
多
い
丘
陸
盆
地

を
形
成
し
て
お
り
ま
す
。

町
の
中
央
に
は
尻
別
川
（
２
０
０
４
年
清
流

日
本
一
）
が
流
れ
、
昆
布
川
、
ニ
セ
コ
ア
ン
ベ

ツ
川
、
真
狩
川
な
ど
の
中
小
河
川
が
流
入
し
て

お
り
ま
す
。

気
候
も
内
陸
型
で
平
均
気
温
は
、
摂
氏
６
・

３
度
で
、
冬
季
の
積
雪
も
２
０
０
㎝
以
上
に
達

す
る
事
も
あ
り
ま
す
。

主
幹
産
業
は
農
業
で
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
米
、

野
菜
等
で
す
。

ニ
セ
コ
町
は
、
古
く
か
ら
道
内
の
温
泉
観
光

地
と
し
て
知
ら
れ
、
高
度
経
済
成
長
期
に
は
、

モ
イ
ワ
ス
キ
ー
場
、
ア
ン
ヌ
プ
リ
国
際
ス
キ
ー

場
が
開
設
さ
れ
る
な
ど
、
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
と

し
て
脚
光
を
浴
び
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

近
年
は
、
ニ
セ
コ
地
域
の
雪
質
の
良
さ
が
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
ス
キ
ー
ヤ
ー
を
は
じ
め
中
国

な
ど
の
富
裕
層
を
中
心
と
し
た
外
国
人
に
も
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ス
キ
ー
を
目
的
と
し
た

冬
季
の
外
国
人
観
光
客
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
外
国
人
観
光
客
の
ほ
か
、

外
国
人
の
ホ

テ
ル
従
業
員

な
ど
、
町
内

で
は
自
動
車

を
運
転
す
る

外
国
人
ド
ラ

イ
バ
ー
が
急

増
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、

関
係
機
関
の
協
力
に
よ
り
、
英
語
表
記
を
追
加

し
た
交
通
標
識
の
設
置
や
英
語
の
交
通
安
全
旗

を
作
成
す
る
な
ど
、
外
国
人
へ
の
交
通
安
全
啓

発
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

交
通
安
全
対
策
は
、
ニ
セ
コ
町
交
通
安
全
推

進
委
員
会
を
中
心
に
関
係
機
関
、
団
体
等
の
協

力
を
得
て
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

４
期
の
期
別
運
動
と
後
志
総
合
振
興
局
管
内

で
行
わ
れ
て
い
る
春
の
行
楽
期
、
秋
の
輸
送
繁

忙
期
の
運
動
と
あ
わ
せ
て
６
期
60
日
の
期
別
運

動
の
な
か
、
各
期
別
の
交
通
安
全
期
間
中
は
通

学
路
を
中
心
に
交
通
安
全
指
導
員
・
警
察
・
町

に
よ
る
街
頭
指
導
を
毎
日
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
全
道
統
一
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
ル
日
に
は
、

「
ニ
セ
コ
道
の
駅
」
で
駐
車
場
の
車
輌
に
対
し

て
、
交
通
安
全
啓
発
物
品
を
配
布
し
、
運
転
者
、

同
乗
者
に
交
通
事
故
防
止
意
識
の
啓
発
に
努
め

て
お
り
ま
す
。（
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
）

併
せ
て
運
動
期
間
中
の
開
始
日
、
最
終
日
に

は
日
没
時
間
帯
か
ら
約
１
時
間
、
パ
ト
ラ
イ
ト

作
戦
を
町
内
５
カ
所
（
国
道
・
道
道
）
で
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
毎
年
、
子
ど
も
の
交
通
安
全
対
策
の

一
環
と
し
て
、
新
入
学
児
童
に
、
ク
リ
ア
フ
ァ

イ
ル
等
を
贈
呈
し
て
、
交
通
安
全
の
啓
発
を
行

っ
て
い
る
ほ
か
、
各
小
学
校
で
交
通
指
導
員
に

よ
る
、
横
断
歩
道
の
渡
り
方
や
正
し
い
自
転
車

の
乗
り
方
等
の
交
通
安
全
教
室
を
行
っ
て
い
ま

す
。さ

ら
に
、
成
人
式
に
お
い
て
、
新
成
人
へ
ド

ラ
イ
バ
ー
の
責
任
を
確
認
し
て
も
ら
う
た
め
交

通
事
故
の
被
害
者
・
加
害
者
の
手
記
を
掲
載
し

た
交
通
安
全
啓
発
物
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
に
対
し
て
は
、
世
帯
訪
問
啓
発
と
し

て
交
通
安
全
の
ほ
か
に
防
犯
に
つ
い
て
の
チ
ラ

シ
な
ど
を
配
布
し
て
い
る
（
昨
年
は
中
止
）
ほ

か
、
交
通
安
全
協
会
に
お
い
て
、
運
転
免
許
自

主
返
納
者
へ
支
援
金
の
支
給
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。

広
報
活
動
と
し
て
は
、
運
動
期
間
に
対
応
し

た
交
通
安
全
新
聞
の
全
戸
配
布
や
町
の
広
報
誌

を
活
用
し
た
交
通
安
全
啓
発
の
ほ
か
各
種
交
通

安
全
チ
ラ
シ
等
の
配
布
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
交
通
安
全
活
動
の
ほ
か
、
町
内

の
民
間
事
業
所
に
よ
る
独
自
の
旗
の
波
活
動
が

実
施
さ
れ
る
な
ど
、
町
内
の
交
通
安
全
に
対
す

る
意
識
が
高
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
成
果
の
表
れ
と
し
て
、
令
和
３
年
４
月

13
日
を
も
っ
て
「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
２
，

０
０
０
日
」
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
度
、
２
，
０
０
０
日
達
成
の
表
彰
と
し

て
、
北
海
道
知
事
よ
り
感
謝
状
、
公
益
社
団
法

人
北
海
道
交
通
安
全
推
進
委
員
会
会
長
よ
り
表

彰
状
と
楯
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
記
録
を
今
後
も
継
続
す
る
べ
く
、
町
内

の
各
組
織
・
団
体
・
企
業
等
の
協
力
・
連
携
を

仰
ぎ
な
が
ら
事
故
の
無
い
安
心
・
安
全
な
町
を

目
指
し
て
継
続
し
た
交
通
安
全
運
動
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

交差点　青でも左右　確認を

ニ
セ
コ
町

　（
後
志
総
合
振
興
局
）

継
続
し
た
交
通
安
全
運
動
で

安
心・安
全
な
町
づ
く
り

英語の安全旗

旗の波運動

交通安全教育

町
民
へ
の
交
通
安
全
啓
発
活
動

外
国
人
に
向
け
て
交
通
安
全
を
啓
発

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
の
継
続
に
つ
い
て
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あせらない　次の青でも　いいじゃない

　
事
故
防
止
の
近
道

４
月
か
ら
空
知
地
区
交
通

安
全
推
進
員
と
し
て
お
世
話

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

日
ご
ろ
個
人
的
に
普
通
乗

用
車
と
自
動
二
輪
車
（
夏
か

ら
秋
）
を
運
転
し
て
お
り
ま

す
が
、
運
転
す
る
に
当
り
安

全
運
転
に
心
掛
け
る
と
と
も

に
、
運
転
中
だ
け
に
限
ら
ず

一
歩
行
者
と
し
て
も
事
故
に

遭
わ
な
い
よ
う
に
で
き
る
だ

け
自
動
車
や
自
転
車
等
に
注

意
を
は
ら
い
な
が
ら
生
活
し

て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も

特
に
「
で
き
る
だ
け
危
険
な

と
こ
ろ
に
近
づ
か
な
い
」
こ

と
を
心
掛
け
る
よ
う
に
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
私
で
す
が
縁
が
あ

っ
て
４
月
か
ら
空
知
地
区
交

通
安
全
推
進
協
議
会
に
交
通

安
全
推
進
員
と
し
て
勤
め
る

こ
と
に
な
り
、
は
じ
め
て
交

通
安
全
を
推
進
す
る
立
場
の

業
務
に
携
わ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
関
係

で
交
通
安
全
に
関
係
す
る
雑

誌
や
書
物
を
目
に
す
る
機
会

も
増
え
、
あ
る
と
き
交
通
安

全
教
育
推
進
月
刊
誌
「
人
と

車
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
東

京
海
上
日
動
リ
ス
ク
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
の
北
村
憲
康
氏

の
「
目
か
ら
う
ろ
こ
の
安
全

講
習
の
実
況
中
継
」（
６
回
に

分
け
て
掲
載
）
を
読
ま
せ
て

い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、
飲
酒

運
転
や
交
通
事
故
を
防
止
す

る
た
め
に
欲
求
の
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
が
必
要
と
の
こ
と
で
、

「
ル
ー
ル
と
危
険
を
認
知
し
た

ら
ル
ー
ル
に
従
い
、
危
険
か

ら
離
れ
る
と
い
う
行
動
を
と

る
こ
と
を
自
分
の
中
で
決
め

て
お
く
こ
と
」
が
事
故
防
止

の
近
道
と
し
て
紹
介
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

ま
さ
に
私
が
実
践
し
て
い

る
こ
と
で
も
あ
り
、
今
後
も

こ
の
こ
と
を
心
掛
け
て
行
動

し
て
い
く
と
と
も
に
、
悲
惨

な
交
通
事
故
を
少
し
で
も
減

ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
推
進

員
の
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

交通安全推進員の声
　
着
任
の
ご
挨
拶

今
年
度
よ
り
、
留
萌
地
区

交
通
安
全
推
進
員
に
な
り
ま

し
た
藤
川
で
す
。
ど
う
ぞ
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

私
が
、
交
通
安
全
推
進
員
に

な
ろ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
、

中
学
生
の
頃
に
友
人
の
父
親
が

交
通
事
故
で
亡
く
な
っ
た
こ
と

で
す
。
私
も
そ
の
葬
儀
に
参
列

し
ま
し
た
が
、
そ
の
時
の
皆
が

悲
し
む
姿
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ

ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
辛
い
思

い
を
さ
れ
る
方
を
一
人
で
も
減

ら
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。留

萌
管
内
に
お
け
る
昨
年
の

交
通
事
故
発
生
件
数
は
、
25
件

で
し
た
。
一
昨
年
よ
り
も
18
件

減
っ
て
お
り
、
死
亡
事
故
は
６

年
ぶ
り
に
ゼ
ロ
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
も
交
通
事
故
死
者
数
ゼ

ロ
を
目
指
し
、
交
通
安
全
運
動

に
よ
り
一層
、
力
を
入
れ
て
い
き

た
い
で
す
。

私
は
、
昨
年
留
萌
に
引
っ
越

し
て
き
ま
し
た
が
、
黄
金
岬
海

浜
公
園
か
ら
見
る
夕
陽
は
、
今

ま
で
見
た
こ
と
が
な
い
ほ
ど
、
と

て
も
美
し
く
感
動
し
ま
し
た
。

そ
の
美
し
さ
は
日
本
の
「
夕
陽

百
選
」
に
も
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
７
月
に
は
道
の

駅
「
る
も
い
」
も
新
た
に
完
成

し
ま
し
た
の
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
収
束
し
ま
し
た
ら
、

安
全
運
転
で
是
非
留
萌
へ
お
越

し
下
さ
い
。

留萌地区

藤川　麻未

本　　社／〒064-0823 札幌市中央区北3条西25丁目　
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空
知
地
区

岡
崎　

隆
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自転車も　車と一緒　その責任

令和３年８月号　公益社団法人北海道交通安全推進委員会　札幌市中央区北５条西６丁目第二道通ビル６階　電話（011）221-6666　FAX（011）221-7873
　 URL: https://www.slowly.or.jp      e-mail: safety@slowly.or.jp

江差町では、「春の全国交通安全運動に伴う一斉街頭啓発」が令
和３年４月６日に役場前で行われ、町内の交通安全関係機関・団体
が参加され、交通安全旗を掲げる「旗の波作戦」を実施しました。

江差町は今年２月７日に交通事故死ゼロの日2000日を達成しま
した。今後も更なる交通安全意識の向上に努めていきます。

胆振地区�����������������������������������������������������������白老町

根室市では、春の交通安全運動初日の４月６日、振興局、警察署、
交通安全協会をはじめとする関係機関・団体が一堂に会し、交通安
全出動式、自動車パレードを行い、交通安全の意識向上を広く呼び
かけました。

また、運動期間中は、入学して間もない児童の交通事故の発生が
懸念されることから『小学校入学式に合わせ啓発用品の配布』や通
行車両にスピードダウンを促す『パトライト作戦』、一人暮らしの老人
宅を戸別訪問し、交通安全を呼びかける『高齢者宅訪問』などの啓
発事業を展開しました。

利尻町では、前年度の夏の交通安全運動において、町内保育所
園児による「旗の波作戦」を実施しました。沿道に並ぶ園児を見た
ドライバーは、速度を落とし、園児の旗波に応えるように運転して
いました。

また、令和２年７月24日には、「交通事故死ゼロ4000日」を達
成しました。

本年、12月６日に達成となる「交通事故死ゼロ4500日」を目標
として、今後更なる交通安全意識の向上に努めていきます。

根室地区�����������������������������������������������������������根室市宗谷地区�����������������������������������������������������������利尻町

檜山地区�����������������������������������������������������������江差町

　白老町では、社台地区の国道36号線の複線化に伴い、通過車
両の高速化が懸念されていた旧社台小学校前において、春の全
国交通安全運動期間中に安全運転を願い、小雪がちらつく中、多
くの町民が参加し旗の波運動を実施することができました。


